
効利用するプロジェクトがあります。今回薩摩川内市において3年前に閉校した陽成小学校の体育館 　 １２月１日より年末年始無災害運動期間に入ります。この運動は、働く人たちが年末年始を無事故

が、野球などが出来る室内練習場として生まれ変わりました。施設名は 『 PLAYSPACE　YOZEI 』 で で過ごし、明るい新年を迎えることができるよう、事業場等の取組促進を図る趣旨で、昭和46年から

す。薩摩川内市の設計事務所の社長が中心となり、クラウドファンディング形式で計画を立ち上げま 厚生労働省の後援のもと中央労働災害防止協会が主唱する運動で、本年で51回目を迎えます。

した。ガイアテックも地域貢献の一環として、この計画の趣旨に賛同し参加しました。

工事内容は、体育館の床を剥がして土砂で埋め戻した後、その上にコンクリートで下地を作り人工芝 　今年は昨年に引続き、コロナウイルス感染症対策を講じながら迎える年末年始は、慌ただしい中で

やネットを張り整備しました。 の大掃除や機械設備の保守点検等の作業が多くなるほか、路面ならびにプラントや重機・生コン車の

その埋め戻しの土砂に高城工場の表土が使用されています。更に隣のプール跡もこの表土で埋め ステップ等の凍結による転倒・転落などの危険が増します。各事業場においては、作業前点検の実施

戻し、BBQが出来るスペースに生まれ変わりました。 はもとより作業手順や交通ルールの遵守、非定常作業における安全確認の徹底、保護具の点検の実

　 薩摩川内市はプロ野球選手が自主トレに来たり、大学や企業チームの合宿も誘致しています。 施や感染予防を含めた労働者の健康状態の確認などに社員が一丸となって取り組むことが一層重要

この室内練習場を地元の子供達だけでなく一流の選手達にも利用してもらい、野球人口の増加や となります。

町の賑わいを取戻したいという願いもあるとの事です。 　 労働衛生の分野では、高年齢労働者が安心・安全に働ける職場環

　 10月31日の完成式終了後、発起人の設計事務所社長が 『 良いものが出来ました。ご協力ありが 境づくり、改正された「事業場における労働者の健康保持増進のため

とうございました。』 と本社に挨拶に来られました。 の指針（THP指針）」による健康づくり、労働施策総合推進法等の改正

皆さんもこの施設を一度は利用してみては如何でしょうか。施設の詳細は 『 PLAYSPACE　YOZEI 』 による職場におけるハラスメント防止対策の強化等が必要となっていま

でお調べください。 す。

　 また安全衛生活動を推進し、災害のない職場環境を整えるためにも、

一つひとつの作業を丁寧に確認し、次の作業に整えること、そして体調

管理を万全にし、無理しないことが大切です。

社員の皆さんで力を合わせて無事に一年を締めくくり、明るい新年を迎

えましょう。

　 今回の実施期間中は、無災害運動を実施中と分かる様にバッヂを

配布しました。長期の運動期間ですが、安全意識を高める為にもバッヂの着用を宜しくお願いします。

　 毎年この時期に開催されます３（サン）ライト・点灯２,０００人作戦が１０月８日（金）の夕方５:００～６：００

の１時間、薩摩川内地区安全運転管理協議会主催により薩摩川内市内１０カ所で実施されました。

ガイアテックの活動場所は毎年同様、歴史資料館前付近の国道２６７号に１７名で立哨運動をしました。

　この運動の目的は、日没が早くなる秋から冬にかけて交通事故が多発するため、のぼり旗やプレートで

『 早め・上向き・トンネル内の点灯 』 を通過する車等に周知し、安全運転を呼びかけることが目的です。

　立哨運動を開始した夕方５:００は、まだ周囲が明るかったので１割弱の車しかライトを点けて頂けなかっ

たのですが、夕方６：００前になると周囲も暗くなりライトを点けて

走行して頂ける様になりました。

　参加した方に参加した感想を聞きましたら、『今までライトを点

けるタイミングは運転している際、前方や周囲が見えなくなった

時にライトを点けていました。今回参加して、早めにライトを点灯

する事で自分だけではなく、周囲の車にも自分の存在をアピー

ルし安全運転に勤めなければならないことを気付かされ良い経
写真 :  上段２枚　プール跡 験をしました…』と感想を述べられました。社員の皆さんも、早め
　　   下段（左）　体育館　　（右）　体育館床板を用いた製品 のライト点灯で安全運転に努めて頂くようお願いします。

令和３年度　「３（サン）ライト・点灯2,000人作戦」

（ 旧陽成小学校体育館・プールが生まれ変わりました ）
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～ For further safety　さらなる安全を ～環境安全本部より

　年末年始無災害運動　　期間:12月 1日～ 1月15日

近年少子高齢化が進み閉校される小学校が増えてきている中、その閉校した学校施設を新たに有

令和３年度　スローガン

『 年末年始も　安全作業　あなたが無事故の　キーパーソン 』
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